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鳶

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
 

なしの出荷：市場、水永雄さん宅で 

畿嶋，、 

赤池には約20 h aのなし園があり、約30戸のなし 

作り農家は今、出荷に大忙し。 

7月下旬には「新水」 8月上旬から中旬にかけて 

は「幸水」 8月下旬には「菊水」「豊水」10月上旬に 

は「新高」と異なった品種がつぎつぎに出荷される。 

昭和49年から初まった共同販売で、約4割のなし 

が農協を通じて、国内はもとより、遠く海外へも出 

荷されている。 
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蝉時雨・花火・盆踊り’高校野球と夏の風物も終 

り、秋はすぐそこに感じられる。 

透きとおるような蒼空につつまれ、赤トンボが飛 

び交い、うつろいゆく自然は、人々をしみじみとし 

た情感の世界へと誘ってくれる。 

9月は固定資産税3期分の納税月です。 
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2
つ
の
テ
ー
マ
●
5

つ
の
政
策
を
基
本
に
 

昭和59 年9月1日 け
 

カ
 

あ
 

り
反
 

圭
十
 

広
 

一
 池永町政オ〕s、ス タ ／ノぐ 

ん
な
の
力
で
未
来
の
赤
池
を
“
【
 

七
月
二
十
九
日
岡
に
行
わ
れ
た
赤
池
町
長
選
挙
で
当
選
し
た
池
永
輝
昭
 

町
長
は
、
八
旦
二
日
、
出
迎
え
の
職
員
の
拍
手
の
中
を
初
登
庁
さ
れ
、
池
 

永
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
八
月
六
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
町
議
会
で
 
「
行
政
に
活
力
を
、
将
 

来
に
夢
を
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
と
健
全
財
政
の
確
立
な
ど
の
五
つ
の
 

重
点
施
策
を
中
心
に
し
た
今
後
の
町
政
執
行
に
つ
い
て
の
所
信
を
述
べ
ま
 

し
た
。
 

以
下
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

②
長
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
 

い
ず
れ
の
地
方
公
共
団
体
、
国
 

も
し
か
り
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
 

行
政
を
進
め
て
い
く
も
の
に
と
っ
 

て
、
基
本
構
想
は
必
要
不
可
欠
な
 

も
の
で
あ
る
。
 

年
度
、
年
度
で
そ
の
見
直
し
を
 

せ
ざ
る
を
得
な
い
情
況
も
出
て
く
 

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
町
民
の
み
 

な
さ
ん
、
各
団
体
、
学
職
経
験
者
 

[8月6日の臨時町議会で所信表明をする池永町長】 

議
会
代
表
等
を
交
じ
え
、
幅
広
い
 

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
も
う
一
度
 

我
が
町
の
進
む
方
針
を
示
し
た
マ
 

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
く
。
 

総合計憂基本計画 
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③
企
業
誘
致
に
よ
る
町
の
活
性
化
 

地
域
振
興
整
備
公
団
に
売
却
し
 

た
三
十
万
六
千
平
方
メ
“
ル
の
工
場
 

団
地
の
完
成
を
一
日
も
早
く
関
係
 

機
関
に
お
願
い
し
、
何
と
か
当
町
 

に
居
住
す
る
男
子
が
安
心
し
て
一
 

家
の
生
計
を
支
え
る
に
足
り
る
男
 

子
雇
用
型
の
企
業
誘
致
を
、
全
町
 

民
的
な
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
 

④
救
急
夜
間
診
療
の
で
き
る
 

下
田
川
公
立
病
院
の
建
設
 

昭
和
四
十
年
代
初
め
か
ら
、
先
 

、
輩
諸
氏
が
、
公
立
病
院
の
あ
る
べ
 

き
姿
の
討
議
を
重
ね
て
き
た
。
 

医
師
会
の
同
意
や
派
遺
医
師
に
 

つ
い
て
も
だ
い
た
い
の
目
ど
が
つ
 

い
て
は
い
た
が
、
財
政
事
情
が
許
 

き
た
い
。
 

ま
た
、
企
業
側
に
そ
の
期
待
を
 

か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
町
民
 

を
含
め
た
我
々
受
け
入
れ
側
に
間
 

題
は
な
い
か
、
今
一
度
見
つ
め
直
 

し
て
、
町
百
年
の
将
来
の
た
め
、
 

企
業
誘
致
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
 

課
題
の
ー
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識
 

で
取
り
組
み
た
い
。
 

【昭和48年に策定された赤池 
町総合計画の基本計画書】 

さ
な
か
っ
た
と
い
う
経
過
が
あ
る
。
 

財
政
事
情
は
と
も
か
く
、
今
後
 

ま
す
ま
す
民
間
医
療
が
、
日
曜
、
 

祭
日
、
夜
間
の
救
急
医
療
か
ら
遠
 

ざ
か
っ
て
い
く
現
情
を
埋
め
合
わ
 

せ
る
た
め
、
公
立
病
院
が
そ
の
使
 

命
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

時
代
に
入
っ
て
い
る
。
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建
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①
健
全
財
政
の
確
立
 

現
在
の
財
政
状
況
を
ひ
と
り
ひ
 

と
り
が
深
く
認
識
し
な
が
ー
ら
、
勉
 

強
の
や
り
直
し
を
し
て
、
構
造
的
 

な
も
の
も
含
め
て
健
全
財
政
を
確
 

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

高
度
成
長
期
の
よ
う
に
普
通
交
 

付
税
が
自
然
に
増
え
る
時
代
な
ら
 

と
も
か
く
、
国
の
公
債
費
も
百
一
一
 

十
兆
円
と
い
う
膨
大
な
数
字
に
な
 

⑤
残
存
鉱
害
の
早
期
完
全
処
理
 

赤
池
町
の
鉱
害
は
、
年
々
復
旧
 

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
 
一
番
大
き
 

な
問
題
で
あ
る
町
部
三
百
十
余
戸
 

の
毎
年
定
期
的
に
受
け
る
水
害
の
 

解
決
が
今
一
つ
遅
れ
て
い
る
。
 

鉱
害
復
旧
と
い
う
千
載
一
遇
の
 

こ
の
機
会
に
、
低
環
境
、
不
良
環
 

境
、
同
和
混
住
地
域
の
環
境
整
備
 

の
、
ど
の
制
度
が
一
番
適
切
か
を
 

検
討
し
て
、
都
市
計
画
を
含
め
 

て
の
鉱
害
完
全
復
旧
が
こ
の
機
会
 

に
で
き
な
い
か
、
今
後
の
課
題
と
 

し
て
関
係
者
と
話
し
合
い
な
が
ら
 

そ
の
行
政
上
の
責
任
を
果
た
し
て
 

い
き
た
い
。
 

【町部269 戸が床上浸水した 
昭和54年6月30日の豪雨】 

以
上
、
い
ず
れ
も
重
要
な
課
題
 

で
あ
り
、
 

一
人
の
人
間
で
解
決
す
 

る
の
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

る
と
と
も
に
、
国
税
三
税
が
軒
並
 

み
減
少
の
情
況
に
あ
る
現
情
を
考
 

え
る
と
き
、
地
方
公
共
団
体
の
交
 

付
税
が
増
加
す
る
と
い
う
ご
と
は
 

当
面
考
え
ら
れ
な
い
。
 

そ
の
た
め
何
と
し
て
で
も
経
常
 

収
支
比
率
を
百
以
下
に
押
え
て
、
 

財
政
運
営
が
弾
力
的
に
か
き
る
」
 

う
、
こ
D
幾
ヘ
パ
に
み
ん
な
で
真
】
 よ

 

』
 

う
、
こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
真
剣
 

う
「
こ
の
機
ム
ム
に
み
ん
な
で
真
剣
 

秘
 

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

麟
 

1
日
（
土
）
 

防
災
の
日
、
健
康
増
進
普
 

及
運
動
月
間
、
ガ
ン
征
圧
 

月
間
、
二
百
十
日
 

5
日
（
水
）
 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
 

（
轟
諮
m
瞥
鶏
臨
耐
集
会
所
）
 

9
日
（
日
）
 

赤
池
町
少
年
野
球
十
周
年
 

11 10 15 14 12 

記
念
大
会
（
叩
繊
竺
 

救
急
の
日
 

日
（
月
）
 

十
五
夜
 

日
（
火
）
 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
 

命
鷺
益
瞥
講
公
民
館
）
 

婦
人
セ

III

ナ
ー
（
窯
麓
）
 

日
（
水
）
 

乳
児
一
斉
健
診
（
響
隊
恕
讐
 

日
（
木
）
養
命
大
学
（
躍
麟
）
 

日
（
金
）
 

敬
老
の
日
 

16 

日
（
木
）
 

四
保
育
所
合
同
体
育
の
つ
 

ど
い
（
m
騨
響
し
 

20 

日
（
木
）
 

彼
岸
入
り
、
動
物
愛
護
週
 

間
 

21 

日
（
金
）
三
種
混
合
（
喫
隊
桧
讐
 

22 

日
（
土
）
民
生
委
員
会
（
舞
半
か
ら
）
 

23 

日
（
日
）
 

秋
分
の
日
 

25 

日
（
火
）
 

婦
人
セ
ミ
ナ
ー
（
躍
鑓
）
 

26 

日
（
水
）
 

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

命
謙
或
議
）
 

解
放
講
座
（
難
黙
聖
 

彼
岸
明
け
 

28
 

日（金） 

養
命
大
学
（
窯
麓
）
 

B
・c

・G
（
喫
隊
恕
讐
 

30 

日
（
日
）
 

第
 20 

回
田
川
郡
身
体
障
害
 

者
体
育
大
会
（
麟
鷺
グ
ラ
ウ
ノ
ド
）
 

町
民
ケ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

犬は迷惑をかけないよう責任をもってー 9 月20日～26日は動物愛護週間 


